
関
野
議
員
の
質

問
は
、
「
小
田

原
市
各
駅
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化

の
促
進
に
つ
い

て
」
で
す
。

誰
も
が
安
心

し
て
生
き
る
社
会
、
高
齢
化
が
進
む
社
会
で
、
障
が

い
者
の
方
が
安
心
し
て
生
き
る
社
会
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
安
心
し
て
交
通
機
関
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
事
が
非
常
に
大
切
で
す
。
国
と
し
て
も
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
18
年
12
月
に
は
「
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移

動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
基
づ
く
基
本
方
針
で
は
、
１
日
の
乗

降
客
が
３
０
０
０
人
以
上
の
駅
を
平
成
32
年
度
ま
で

に
、
原
則
と
し
て
、
全
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
私
と
し
て
も
平
成
12
年

12
月
小
田
原
市
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
小
田
急
線

各
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
求
め
て
お
り
ま
す
。
そ

の
後
、
小
田
急
線
で
は
、
栢
山
駅
、
富
水
駅
、
蛍
田

駅
は
平
成
18
年
３
月
に
事
業
完
了
し
、
各
駅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

①
鉄
道
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
よ
り
一
層
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
ど
の
様
に
促
進
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。

②
小
田
原
地
方
有
数
の
観
行
「
梅
ま
つ
り
」
の
会
場

に
な
る
、
御
殿
場
線
下
曽
我
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

と
駅
の
改
修
を
進
め
る
べ
き
と
質
問
。

【
答
弁
】
利
用
者
が
少
な
い
駅
の
整
備
は
、
な
か
な

か
進
ま
な
い
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
に
配
慮
し
た
駅
施
設
の
整
備
は
重
要
で
あ
る

の
で
、
県
を
は
じ
め
、
県
内
市
町
村
や
経
済
団
体
に

よ
り
構
成
す
る
「
神
奈
川
県
鉄
道
輸
送
力
増
強
促
進

会
議
」
を
通
じ
て
、
鉄
道
事
業
者
に
対
し
、
要
望
活

動
を
進
め
て
い
く
。
（
実
施
状
況
は
裏
面
表
参
照
）

殿
沢
踏
切
と
町
田
踏
切
の
拡
幅
改
修
に
つ
い
て
は
、

長
い
間
の
課
題
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
方
か
ら
強
い

要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。
私
自
身
も
平
成
22
年
６
月

議
会
で
の
一
般
質
問
か
ら
度
々
取
り
上
げ
、
解
決
の

方
途
を
求
め
て
参
り
ま
し
た
。（

裏
面
冒
頭
に
続
く
）

吉
田
議
員
は
、

ま
ず
初
め
に
小

田
原
市
と
南
足

柄
市
と
の
合
併

問
題
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

小
田
原
市
と

南
足
柄
市
と
の
合
併
問
題
は
２
０
１
６
年
２
月
に
突

如
と
し
て
浮
上
。
10
月
に
二
市
の
任
意
協
議
会
を
立

ち
上
げ
、
８
月
ま
で
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
協
議
結
果
を
ま
と
め
た
小
冊
子
を
市
民
に
配

布
し
、
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
市
民
説
明
会
が
開

催
。
そ
の
後
、
市
民
意
向
調
査
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

任
意
協
議
会
が
出
し
た
「
南
足

柄
市
域
を
小
田
原
市
へ
編
入
す
る

編
入
合
併
」
、
南
足
柄
市
を
小
田

原
市
の
都
合
で
一
方
的
に
「
消
滅
」

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

南
足
柄
市
は
市
長
も
、
議
会
も
、
市
役
所
も
な
く

な
り
ま
す
。
旧
南
足
柄
市
は
急
速
に
寂
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
南
足
柄
市
の
加
藤

修
平
市
長
は
「
市
長
と
し
て
の
強
い
意
志
と
決
意
も
っ

て
『
小
田
原
市
と
南
足
柄
市
の
合
併
』
に
つ
い
て
は
、

合
併
す
べ
き
で
は
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
」
こ
の
状

況
を
踏
ま
え
て
吉
田
議
員
は
、
次
の
事
を
質
問
し
ま

し
た
。

（
１
）
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
す
る
た
め
の
、
「
究
極

の
行
財
政
改
革
」
と
言
う
、
果
た
し
て
市
民
の
生
活

を
守
れ
る
の
か
。

（
２
）
合
併
は
、
住
民
自
治
・
民
主
主
義
の
後
退
と

言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

地
方
政
治
は
、
住
民
の
身
近
な
問
題
を
取
り
扱
い
、

そ
の
規
模
も
よ
り
住
民
に
身
近
で
あ
る
た
め
、
国
政

よ
り
も
直
接
住
民
が
政
治
に
参
加
す
る
権
能
を
広
く

認
め
て
い
ま
す
。

身
近
な
問
題
を
扱
う
地
方
自
治
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
民
主
主
義
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
、
政
治

に
参
加
す
る
姿
勢
も
育
ち
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の

協
議
結
果
は
、
財
政
問
題
に
終
始
し
、
行
政
の
都
合

の
観
点
か
ら
し
か
合
併
を
説
い
て
い
な
い
。
「
合
併

先
に
あ
り
き
」
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。
住
民
自

治
・
民
主
主
義
の
観
点
が
不
足
し
て
い
る
。

（
３
）
第
五
次
小
田
原
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画

は
、
合
併
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
の
よ
っ
て
後
退
し

て
い
る
。

（
４
）
中
核
市
へ
の
移
行
は
小
田
原
市
で
単
独
で
も

行
う
の
か
、
新
た
な
広
域
連
携
は
検
討
し
て
い
く
の

か
等
々
二
市
合
併
が
白
紙
に
な
っ
た
時
点
で
の
市
長

の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

【
答
弁
】
中
核
市
へ
の
移
行
は
、
早
急
に
移
行
に
係

る
判
断
を
し
て
ま
い
り
た
い
。
広

域
連
携
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

市
民
ホ
ー
ル
建
設
が
市
主
導
で

行
わ
れ
て
い
る
中
で
吉
田
議
員
は
、

市
民
重
視
の
ホ
ー
ル
建
設
と
訴
え

ま
し
た
。
２
次
審
査
公
開
プ
ロ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
優
先
交
渉

権
者
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

ど
の
様
な
案
か
選
ば
れ
な
い
う
ち

に
、
市
民
ホ
ー
ル
の
大
事
な
補
正

予
算
を
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で

審
査
。
こ
の
手
順
は
議
会
、
市
民

軽
視
と
言
え
る
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
黒
門
劇
場

と
し
て
、
圧
迫
感
の
あ
る
黒
色
か

ら
、
大
屋
根
が
灰
色
に
変
わ
り
ま

し
た
。
こ
ん
な
設
計
変
更
は
許
さ
れ
る
の
か
。
市
で

は
、
大
企
業
の
建
設
業
者
に
対
し
て
、
し
っ
か
り
と

対
応
で
き
る
の
か
、
建
設
費
の
大
幅
な
増
額
を
要
求

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
市
の
立
場
を
質
し
ま
し
た
。

【
答
弁
】
優
先
交
渉
権
者
と
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、

発
注
者
で
あ
る
市
を
補
助
す
る
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
を
委
託
す
る
。

２０１８年２月２２９号

【
田
中
】
南
足

柄
市
長
は
、
南

足
柄
市
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
等

を
受
け
て
、
合

併
し
な
い
と
明

言
、
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

【
答
弁
】
２
市
協
議
を
通
じ
て
両
市
の
持
続
可
能
性

を
担
保
す
る
道
筋
を
見
出
せ
た
こ
と
に
は
大
き
な
手

応
え
を
感
じ
て
い
た
。
極
め
て
残
念
だ
と
思
っ
て
い

る
。

【
田
中
】
南
足
柄
市
の
加
藤
市
長
は
小
田
原
市
と
南

足
柄
市
が
中
心
市
と
な
れ
る
の
か
ど
う
か
等
検
証
す

る
た
め
に
任
意
協
議
会
に
臨
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
。

協
議
結
果
や
南
足
柄
市
民
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
等
を
総
合
的
に
判
断
さ
れ
た
ま
で
の
こ
と
。
今

後
は
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
の
か
。

【
答
弁
】
当
面
こ
れ
は
し
得
な
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。
両
市
の
関
係
を
今
後
も
適
切
な
関
係
で
維
持
し

て
い
く
。
そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
引
き
続
き
す
る
べ

き
こ
と
は
当
然
い
ろ
い
ろ
な
形
で
進
め
て
行
く
。

【
田
中
】
「
あ
な
た
は
南
足
柄
市
と
の
合
併
を
推
進

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
す
る
市
の
考
え
方
に
賛
同

で
き
ま
す
か
」
と
い
う
た
っ
た
１
問
の
、
本
市
が
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
民
意
誘
導
す
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
「
賛
同
す
る
」
、
「
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
賛
同
す
る
」
が
約
７
割
に
も
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

【
答
弁
】
任
意
協
議
会
の
結
果
を
あ
り
の
ま
ま
に
偏

り
な
く
正
確
に
伝
え
た
。
今
後
の
市
の
考
え
方
を
市

民
に
提
示
し
た
。
市
民
の
大
勢
は
合
併
に
肯
定
的
で

あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
妥
当
。

【
田
中
】
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
も
っ
て
し
て
合
併

に
肯
定
的
と
す
る
の
は
早
計
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
無
作

為
抽
出
で
１
万
人
に
送
付
さ
れ
た
が
、
回
収
率
は
39
・

６
％
と
低
い
。
統
計
学
的
に
は
良
い
と
し
て
も
、
回

収
率
の
低
さ
か
ら
市
民
へ
の
理
解
、
合
意
は
ま
だ
得

ら
れ
て
い
な
い
と
謙
虚
に
受
け
止
め
る
べ
き
。

中
核
市
は
県
か
ら
の
事
務
量
が
大
量
で
、
職
員
が

仕
事
に
忙
殺
さ
れ
る
か
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
し
か
わ

か
な
い
。
県

の
仕
事
は
県

が
行
う
べ
き
、

小
田
原
市
は

身
の
丈
に
合
っ

た
市
政
運
営

を
し
て
い
く

べ
き
と
指
摘

し
。
中
核
市

移
行
を
取
り

や
め
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

関野たかし議員

議会活動報告紙
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本
市
が
行
っ
た
１
万
人

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
民
意
誘
導

市
民
ホ
ー
ル
建
設
は

市
民
参
加
で
こ
そ

良
い
ホ
ー
ル
が
出
来
る

御
殿
場
線
の
踏
切
の
安
全
対
策
な
ど

参加者が少なかった
「合併に関する市民説明会」



日
本
共
産
党
の

無
料
法
律
相

談
担
当
弁
護
士

岡
村
三
穂

３
月
６
日
（
火
）

午
後
１
時
よ
り

次
回４

月
３
日
（
火
）

午
後
１
時
よ
り

※
予
約
制
で
す
の
で
、

相
談
さ
れ
る
方
は
、
関

野
、
田
中
、
吉
田
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

（
関
野
質
問
表
面
末
尾
よ
り
続
く
）

①
殿
沢
踏
切
の
拡
幅
、
安
全
対
策
を
進
め
る
べ
き
と
考

え
ま
す
。
市
と
し
て
今
後
ど
の
様
な
取
り
組
み
を
し
て

い
く
の
か
。

②
町
田
踏
切
の
拡
幅
、
安
全
対
策
を
す
す
め
る
べ
き
で

す
が
、
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

【
答
弁
】
殿
沢
踏
切
は
、
県
道
の
改
良
事
業
と
し
て
、

県
が
事
業
主
体
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
改
良
の
条

件
と
な
っ
て
い
る
踏
切
の
除
却
に
つ
い
て
は
、
対
象
エ

リ
ア
を
広
げ
た
中
で
、
候
補
と
な
る
踏
切
を
選
定
し
、

関
係
自
治
会
と
の
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
合
意
に
至
っ
て
い
な
い
。
町
田
踏
切
は
踏
切

道
改
良
促
進
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
29
年
１
月
に
通

学
路
の
安
全
対
策
と
し
て
、
「
改
良
す
べ
き
踏
切
道
」

に
指
定
さ
れ
た
。
当
面
の
対
策
と
し
て
、
近
隣
踏
切
の

除
却
と
し
な
い
歩
道
の
み
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
関
係

自
治
会
と
の
話
し
合
い
が
ま
と
ま
り
、
鉄
道
事
業
者
と

の
協
議
を
進
め
て
い
る
。
（
御
殿
場
線
の
線
路
部
分
を

歩
道
と
し
て
進
め
る
方
向
）

市
民
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
、
質
の
良
い
ホ
ー
ル
建

設
を
進
め
る
。
優
先
交
渉
権
者
提
案
の
問
題
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

（
１
）
質
の
良
い
ホ
ー
ル
と
し
て
、
音
響
が
秀
れ
て
い

る
の
か
、
芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
―
実
施
設
計
で
は
、

音
響
は
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
永
田
音
響
が
、
大
ホ
ー

ル
の
一
席
一
席
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
、
す
ぐ
れ

た
音
響
の
ホ
ー
ル
設
計
で
し
た
。

今
回
の
優
先
交
渉
権
者
の
Ｃ
案
、
鹿
島
建
設
・
環
境

デ
ザ
イ
ン
研
究
所
の
ホ
ー
ル
席
の
音
響
は
、

①
一
席
ず
つ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
の
か
。

②
音
響
、
残
響
時
間
は
芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
―
に
比

べ
て
ど
う
か
。

【
答
弁
】
今
回
の
提
案
は
、
音
響
反
射
板
使
用
時
は
1.7

秒
程
度
、
幕
使
用
時
は
1.4
秒
程
度
を
目
標
、
芸
術
文
化

創
造
セ
ン
タ
―
の
基
本
設
計
で
は
、
音
響
反
射
板
使
用

時
は
1.7
～
2.0
秒
、
幕
使
用
時
は
1.2
～
1.5
秒
だ
っ
た
。

③
音
の
振
動
等
を
ほ
か
の
部
屋
に
伝
え
ず
、
遮
音
を
す

る
た
め
、
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

【
答
弁
】
大
ホ
ー
ル
と
小
ホ
ー
ル
の
間
は
、
上
部
全
体

を
完
全
に
切
り
離
す
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い

る
。

④
小
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
正
面
入
口
か
ら
遠
く
、
奥

ま
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
み
ら
れ
市
民
に
と
っ
て
使
い

に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
ま
ち
な
か
の
回
遊
性
の
向
上
の
観
点
か
ら
、

利
用
率
の
高
い
小
ホ
ー
ル
を
国
道
一
号
側
に
配
置
し
て

い
る
。

（
２
）
デ
ザ
イ
ン
の
景
観
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
形
状
は
圧
迫
感
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
お

堀
端
道
り
の
大
屋
根
に
は
屋
外
機
置
場
が
計
画
さ
れ
て

い
る
た
め
、
実
際
に
は
大
屋
根
に
は
大
き
な
穴
が
開
き
、

そ
こ
か
ら
屋
外
機
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
お
城
の
前
と
い
う
立
地
や
歴
史
的
な
場
所
か
ら
し

て
、
景
観
を
損
な
う
の
も
の
に
な
り
は
し
な
い
か
。

②
屋
根
の
色
を
黒
か
ら
灰
色
に
変
え
た
の
は
、
な
ぜ
な

の
か
。

【
答
弁
】
屋
外
機
置
場
の
た
め
に
、
屋
根
に
大
き
な
穴

は
開
い
て
い
な
い
。
個
別
対
話
で
一
次
審
査
で
の
意
見

を
お
伝
え
し
、
対
応
し
た
も
の
。

（
３
）
今
回
、
新
た
に
提
案
さ
れ
た
が
、
テ
ナ
ン
ト

（
飲
食
等
）
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
の
建
築
部
分
は
63
憶
の

建
設
費
の
中
で
、
賄
う
の
か
、
そ
れ
と
も
、
他
の
費
用

で
賄
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】
こ
の
整
備
の
費
用
は
、
事
業
費
63
憶
円
に
含

ま
れ
て
お
ら
ず
、
外
構
等
の
整
備
の
中
で
対
応
を
す
る

提
案
と
な
っ
て
い
る
。

（
左
図
参
照
）

市
民
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

法律相談・市政・生活相談は
下記へご連絡ください

℡/Fax 住所
関野たかし ４２－０３１６ 曽我岸90

田中りえ子 ３５－５３８９ 扇町1-6-2

吉田ふくじ ４９－３７５９ 南鴨宮3-9-8
（市役所 市議団控室 ３３ー１７８９）

Eﾒｰﾙ(代表) tanakarieko@nifty.com

議員報酬は、そもそも、職員給与に合わせて、引き上げ
たり、引き下げたりするような性格のものではありません。
地方公務員の賃金が国家公務員や人事院勧告に準拠して決
められるものに対して、地方議員の議員定数や報酬額は、
自治体の予算、人口、面積、議員数など、その自治体特有
の条件を基礎にし、住民要求を議会と行政にいかに反映し
やすくするという観点を大事にし、さらに住民、市民の合
意も得ながら決定されるべきものです。

現在、国、地方で議員の不祥事がいろいろ取りざたされ
ています。

議員報酬についても同様に問われています。
こういう状況の中で、私達議員は、襟をただすべきだと

考えます。

以上の理由で、議員提出議案第2号の反対討論とさせて頂
きます。

路線名 駅名
H27平均乗降
客数(人/日)

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化 事業開始 事業完了

複数路線乗
入れ

小田原 190.298 ○ H13.4 H15.3

国府津 12.644 ○ H21.4 H23.3

東海道線

鴨宮 25.702 ○ H16.4 H18.3

早川 2.812 × ━ ━

根府川 ━ × ━ ━

御殿場線 下曽我 2.614 × ━ ━

小田急線

足柄 3.594 ○ H19.4 H20.3

蛍田 6.344 ○ H17.4 H18.3

富水 6.980 ○ H16.4 H17.3

栢山 9.452 ○ H16.4 H17.3

箱根登山線

箱根板橋 2.552 × ━ ━

風祭 1.726 ○ H19.1 H20.10

入生田 1.062 ○ H21.5 H22.2

大雄山線

緑町 400 × ━ ━

井細田 3.290 × ━ ━

五百羅漢 1.478 × ━ ━

穴部 1.368 × ━ ━

飯田岡 1.792 ○ H14.4 H15.3

未整備等 ８

質問：テナント(飲食等)多目的スペースの建築部分は、事業費63憶円に含まれるのか

答弁：事業費63憶円に含まれておらず、外構等（８億円）の整備の中で対応をする

質問：形状は圧迫感を与えているのではかいか

大屋根には屋外機置場が計画され景観を損なうのでは

答弁：１次審査での意見をお伝えし、対応したもの

屋根の色を黒（１次

審査）から灰色（２

次審査）に変えた


